北信地域障がい福祉自立支援協議会　議事録





　

開催日時


平成２9年12月1日（金）





部会名


そだちネットワーク部会　第4回





参加者所属機関名等飯山養護学校・北信保健福祉事務所・中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村・母子通園施設いちご学園・母子通園施設ゆきんこ園・児童養護施設飯山学園・ふっくら工房ふるさと・事務局（北信圏域総合相談支援センター）





本日のテーマ、課題等


（１）全体共有　


（2）各ワーキンググループ活動　（３）各ワーキンググループ報告　(4)その他





会議で話し合われた事


　(１)全体共有


①自立支援協議会より：飯山市障がい福祉係 佐々木真吾氏より、事業内容の説明と自立支援協議会長名で部会へ「医ケア児の緊急時対応について」の検討依頼があった。


　　　②平成２９年度第２回自立支援協議会報告


　　　③重症心身障がい児者・要医療的ケア児者 実態調査結果報告


　　　④長野県療育部会 重心・医ケアワーキンググループ報告


⑤発達障がい支援フォーラムについて


⑥飯山養護学校連携協議会報告


⑦研修について（重心・医ケア研修/飯山養護学校スキルアップ研修）





(２)(３)ワーキンググループ活動・報告


　　●子どもの困り感や特性に合わせた支援ＷＧ


　　　・子どもの情報を記録する形式についてExcelのシートを用いて、ある程度枠を作成し、打ち込み方や入れ方について検討した。次回さらに検討を深め、まと待ったところで報告する。


　　●家族の気持ちに寄り添う支援ＷＧ


　　　・市町村の工夫や他の自治体の事例、研究結果などを材料として、課題や望ましい状態は何かが見えてきた。現状や理想が見えてきたところで、具体的な方法について「場所」「機会」「人」の各方面における具体的な方法について案を持ち寄り、今後の方向性について検討していく。


　　●関係機関のネットワーク機能の充実ＷＧ


　　　・連携支援マップについて、各々収集した情報を出し合ったところ、それぞれが描いている支援マップの形が不ぞろいである事が明らかになった支援マップに求めるもの、目的など、それぞれの考えを再度まとめ、方向性について検討している。


●重心・医ケアWG


　　　・親の会にてだされた内容から、今後への課題について検討した。1回目は母たちの思いを語る場として開催した。2回目は研修などを行っていければと考えている。また、医ケア児の24時間対応についても現状の医ケア対応の実際について情報共有を行い、今後検討していく予定。2つの議題についてどこを柱に進めていくかも含め、今後検討していく。








今後に向けて　　　　


●WG活動ごとに活動内容等を検討し進めていく











